





は じ め に
近世の三井は,京 都 ・江戸 ・大坂(大 阪)の 三都 のそれぞれに呉服店(三 井内部では 「本店」と呼
んだ)や 両替 店な どの店々を設 け,そ れ らの事業 と三井 同苗(同 族)各 家 の家政 とを統轄す るた
めに,「 大元方」(お おもとかた)と い う名称の中央機関 を設けた。「大元方」は同苗11家(創 業者
=三 井高利の嫡出男子を始祖とする6軒 を 「本家」と呼び,他 の5家 を 「連家」と呼んだ)の 当主 を持分所
有者 とする合名会社 の ような組織 で,「 本店一巻」(呉服店等の店舗グループ)や 「両替店一巻」を
傘下 に置いた。やがて,三 井同族団内部で北家(惣 領家)と 六角家(次 男家)と の対 立に起因する
同苗諸家間の不和が高 まってい き,事 業活動 の不振 も加 わって,1774年(安 永三甲午年)に 三井
同苗11家 が3集 団に分裂する ことにな り,同 年12月 末 日(+二 月晦日)を 期 して企 業分割 が行
われた。 この企業 分割 に よ り,本 家2軒 と連家2軒 との4家 の 同苗集 団が 「本店 一巻」 を所 有
し,別 の本家4軒 の同苗集団が 「両替店一巻」 と不動産の一部 を所有 し,残 りの不動産 を連家3
軒の同苗集 団が所有す る ことになった(三 井文庫,1980,310-326頁,西 川,1993,179-189頁,西
川,2004,129-136頁)。
その後紆余 曲折があったが,分 割推 進の中心人物 であった三井高登(六 角家第3代)が1793年
(寛政5)に 死去 したことが大 きな転機 となった。三井家発祥 の地 ・松坂の領主 である紀州徳川家
の介入 もあ って,三 井 同苗11家 は再 び 「一 致の建」 に戻 り,企 業再 結合 が行 わ れた(三 井文
庫,1980,338頁)。 しか し,再 結合後 の 「大元方 は,本 店,両 替店,松 坂 店の営業組織 を三井一
一家が共有す る家産共有制の復活 にほか ならないが,安 永持分け以前の大元方 とはまた異 なるも
のであった」(三 井文庫,1980,347頁)。 すなわち,分 割前の 「大元方」は三井全体の資金配分機
能 を有 して いて,営 業組織 の留保利益 の9割 程 が3年(6期)ご とに 「大元 方」 に振 り替 え ら
れ,必 要に応 じて各営業組織へ 「大元方」か ら融資がな されていた。再結合後の 「大元方」 は,
この ような資金配分機能 をほ とん ど喪失 した。本稿で は,再 結合後 の1797年 下期(寛 政九丁巳歳
秋季)か ら1835年 下期(天 保六乙未歳秋季)ま での 「大元方」が どの ような動 きを していたのか
を,決 算報告書である 『大元方勘定 目録』の財務数値か らみてい く。
なお,拙 稿 ・西 川(2002a)で 「大 元方」が創設 された1710年(宝 永7)か ら1718年(享 保3)
について,西 川(2003)で1719年(享 保4)か ら1740年1元 文5)に つ いて,財 務 数値 による 「大
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元 方」 の 経 営 の 分析 を行 っ た。 ま た,1741年(寛 保元)か ら1774年(安 永3)の 「大 元 方」 の経
営 分 析 につ い て は飯 野(2002)お よ び飯 野(2003)を,同 苗 集 団 分 裂 期 の1775年(安 永4)か ら
1797年(寛 政9)に つ い て は西 川(2004)を,幕 末 ・維 新 期 の1836年 か ら1892年(明 治25)に つ
い ては飯 野(2004)を,そ れ ぞ れ参 照 され た い。本 稿 に記 す 三井 大 元 方 の財 務 数 値 は,特 に 断 り
の ない限 り,『 大 元 方勘定 目録』(三 井文庫所蔵資料〉に拠 る。
1企 業再結合の分割会計処理
三井 の再結合 は,1797年5月 に決定 されたが(三 井文庫,1973,資 料47),再 結合 後最初 の 「大
元方」の寄合 は同年7月26日 に開催 され(三 井文庫,1980,687頁),同 年下期 の 『大元方勘定 目
録』(資料番号=続3019)上 に結合 の会計処理が表示 されている。
この企業結合会計 は,1974年 末に同苗3集 団の各 々に分割 された資産 ・持分等 をほぼ元 に戻
す ような形で行われた。ただ し,「本店一巻」 および 「両替店一・巻」へ の各融資額 のうち,そ れ
ぞれの不 良資産の大部分を企業分割時 に償却 し,残 りの不良資産のほ とん ども分割期間中に償却
されていたが,再 結合 にさい して,そ れ らの不 良資産(総 額で銀8,600貫930匁 余)が 復 活計上 さ
れ,そ のうちの2割 弱(銀1,559貫)が 再 び償却 された(西 川,1993,233-235頁)。
再結合 された資産 と持分等 とは 《表1》 に示す ように,「 貸 し方」(資 産の部)と 「預 り方」(資
本負債の部)お よび 「入方」(収益の部)と に,そ れぞれ 「当季元方 目録結合銀」 とい う名称 のもと
で個 々の内訳 を明示 して記録 されている。再結合 された持 分等 の大部分 が,「 入 方」 に計上 さ
れ,損 益計算 を介 して,「 有銀」(変動資本金,維 持すべき資本)に 加 算 された。残 りの部分 は 「有
銀」に加算 されずに,「 六角様預 〔り〕」 といった個々の項 目名で 「預 り方」 に計上 された。 「預
り方」 に直接計上 された部分 は,分 割時 に同苗各家 に 「別預け」 の名称 で,各 同苗集団に分与 さ
れた部分である(西 川,同 所)。
「有銀」 に加算 された部分 は,各 家 の 「歩」の数(総 歩数を220と し,惣 領家=62,次 男家二30,三
男家一27,最 末端の連家=2.5と いうように家ごとに段階的に差を付けた)す なわち持分所有率 に按分比
例 させ て,分 割時 に各家の 「大元方」 に対す る持分 を減額 した部分である。分割 された資産額 と
の調 整 で,持 分所 有率 とは別 に計 算 され た部 分が,「 別預 け」 とされて いた(西 川,1993,188
頁)。
この分割時の差額調整には,同 苗各家における 「大元方」か らの借財額が考慮 されていた もの
と思われる。再結合時に,資 本取引であるはずの持分等の増加のうち,一 部分がこの ように分離
されて,大 部分が損益計算 を介 したのは,恐 ら く,同 苗個 々の 「持分」等 と 「有銀」 との増加理
由を財務諸表上に詳 しく明記 しようとする工夫だったのであろう。それはともか く,前 述の よう
に不良資産 を復活 させた結果,再 結合 に よる 「有銀」 の増加 は,「 安永三年に分割 された有銀 よ
りも銀七〇〇〇貫 目以上 も多 くなって」いて,「 有銀に過大な操作が なされ」(賀川,1985,21頁)
ていたのである。
財務数値からみた再結合後の三井家大元方1797年 一1835年43
《表1》 寛政一致(再 結合)の 会計処理 「目録結合録」1797年(寛 政9巳)上 期末


















































































(注)① 分割 時の処理 では投融資 総額 か ら不 良債権 を整理 した純額 で表示 されてい た ものが,こ こでは総額 で記載。 ただ
し,① の相殺後 の額 は3823貫50目 とな り,分 割時の3883貫50目 とは60貫 だけ くい違 う。
②両者 の合計 が211貫679匁5分6直 とな り,分 割時の 「小野 田別預 け」額 に一致。
③分割 時には各店へ債 権 として大元方 の資産 に残 されていた ものが,1788=天 明8年 の不良資 産整理時 に償 却 され
いったん簿外に落 とされた もの。
④ 三者の合計額336貫230匁 は分割時の両替店 一巻への 「三家 別預 け」586貫126匁8分 と249貫896匁8分 の差 が
あるが,そ の差額は分割時 に両替店一巻へ分離 されなが ら再 結合 時 に大元方へ戻 らない資産9点 の合計 額に一致。
⑤分 割時の 「両替店渡 し置」54貫 が脱漏 しているの と① の誤記 とが相殺 された額 に等 しい。
なお,金1両=銀60匁 で銀額 に統一。
(出所)西 川,1993,234頁 よ り転載(元 の表 は 『寛政 九丁 巳七 月 ヨリ極 月迄 大元方 勘定 目録』(統3019)等 よ り西 川が
作成)。
2大 元方の資産 ・負債 ・資本の推移
「大 元 方」 は,1710年 の創 設 時 か ら1774年 の企 業 分 割 に至 る ま で の時 期 に は,現 代 の事 業 部
制 組 織 にお け る本 社 の よ うな機 能 を有 し,三 井 の 事 業全 体 の経 営 管 理 に つ い て,組 織 改革 や 人
事,資 金 配 分 な どの 意 思 決 定 を行 っ て い た(ヒ ル シュマ イヤー ・由井,1977,79-81頁,三 井 文
庫,1980,96-102頁,西 川,1993,119--122頁)。 資金 配 分 をみ れ ば,傘 下 の 営業 店 の 稼 ぎ出 した 利
益 を吸 い上 げ て 資本 を蓄積 す る とと もに(1721年 下期か らは 「三年勘定」として,6期 ごとに傘下営業
店の留保利益の9割 が 「大元方」に振 り替え られるようになった。それ以前の留保利益振替 は不定期 に行われ
た),傘 下 営 業 店 へ 資 金 需 要 に 応 じ た 融 資 を お こ な っ て い た(西 川,1993,109-114頁,西
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《表2》 大元方の資本金 ・当期純利益 ・
寛政9秋 寛政10春 寛政10秋 寛政12秋 文化2秋
1797下 1798上 1798下 1800下 1805下
銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁
期首 「有銀」(資 本金) 2,165,912 30,230,691 30,402,132 30,533,719 31,468,6fi2
当期純利益 28,064,779 171,440 150,905 138,967 一219 ,478
期末資本金 30,230,691 30,402,132 30,553,036 30,672,686 31,249,184
不良債権額表示額 3,942,500 3,992,500 3,992,500 3,857,300 3,sos,ooa
不良債権控除後期末資本金 26,288,191 26,409,632 26,560,536 26,815,386 27,440,184
(出所)『 大元方勘定 目録』(寛 政九歳秋季=続3019,同 十歳春季=続3020,同 年秋季=続3021,同 十二歳秋季=続3025,
三歳;続3085,天 保六歳秋季=続3095)





















































































































































































卜〒-1-1■1-「-1-1-1■1■ †-r-1-1-1-▼-r■1-1-¶ 輯1-▼-1-▼ 一 甲r7-▼-1-¶-r吻 〒-1-1-¶-r1-1-¶ 一 冒噌1一
+期 末資本金(B/S表 示額)嚇 不良資産表示額 噛 「不良資産」控除後資本金
(出所)『 寛 政九丁 巳歳七月 ヨ リ極 月迄 大元 方勘定 目録』(続3019)～ 『天保六 乙未歳従 七月至極 月 大元方勘 定 目録』
(続3095)
川,2002,167-168頁)。 企業分割 によって 「大元方」は この ような機能 を失ったが,1797年 の再
結合後 も,「 三年勘定」 は復活せず,「 大元方の蓄積機能 も非常に限定 的なので しかなかった」の
である(賀 川,1985,22頁)。
それでは,ま ず,「 大元方」の資本金 と純利益 の推移 を見てみ よう。『大元方勘定 目録』には,
貸借対照表 と損益計算書 とを表示 した後 に,資 本金の修正計算 と修正後 の資本金 に対す る同苗
11家 それぞれの持分額を表示 している。資本金の修正計算では,ま ず,期 首資本金(有 鋤 を示
し,そ れに当期純利益(当 季 目録尻)を 加 えて期末資本金(正 味惣有物高)を 計算 し,そ こか ら不
良債権額(口 印)を 差 し引いて,修 正後の期末資本金額(引 残て)を 表示 している。
《表2》 に,期 首資本金,当 期純利益,期 末資本金,不 良資産額,お よび不良資産控 除後期末



















































文化 二歳秋季=続3035,同 七歳秋季=続3045,同 十二歳秋季=続3055,文 政 三歳秋季=続3065,同 八歳秋季=続3075,同 十
修正計算 の部分 に表示 されている銀額通 りに掲 げる。 また,期 末資本金,不 良資産の,お よび不
良資産控除後の修正期末資本金の推移 を折れ線グ ラフにして,《 図1》 として掲 げ る。 ただ し,
《表2》 では,紙 幅の都合か ら,1800年 下期以降については5年(10期)ご とにしている。
前述の ように,「 本店一巻」 および 「両替店一・巻」へ の不良融資額の銀7,000貫 以上 を再結合
時 に復活 させ たが,そ の他 の不良債権 も含め て,銀4,000貫 弱(1797年 下期で銀3,942貫500匁)
については,貸 借対照表の資産の部 に計上 された個別項 目ごとに口(四 角)の 印を押 して計上す
るとともに,資 産の部の末尾に不良資産総額 を注記 している(た だし,京 都両替店を通じて行ってい
る大名貸し=「 京両替店拠金かし」の銀3,300貫 強については,個 別項目ごとに不良債権を示さず,概 算で銀
600貫 としている。江戸両替店を通じての 「江戸元方拠金かし」については,合 計金額に口を押印)。過去 に
償却 した債権の全額 を不良債権 と認識 しなかった理由や不良資産の認識基準については不明であ
る。上述の ように,こ の口印の不良資産総額 を差 し引いて,期 末資本金 の修正計算 を行 ってい
る。
1814年(文 化11)下 期 に不良資産表示額が銀5,700貫 強に増 えてい るのは,「 両替店一巻」へ
の融 資額=銀8,500貫 強(表3の 「両替店かし」には定額投資の銀2,000貫 を含む)の うち,銀2,306
貫 ほどを不良資産 と認識 したことが主因である。1817年(文 化14)下 期 に 「再度不 良資産の整理
が なされた。同年の上期か ら下期にかけて資産総額が銀五〇〇〇貫 目ほ ど減少 し,そ れとの相殺
を行 って有銀 もほぼ減少 してい る」(賀 川,1985,22頁 。ただし,「有銀」=資 本金の減少は損益計算を
介していて,償 却額が 「払方」e損 益計算書の費用の部に計上されている)。そ して,「 文化 十四年の整理
の際には口印が銀五一九四貫 目 も減 ってい る」(賀11L1985,23頁)。 この償却 額=銀5,194貫 程
は,「 両替店一巻」へ の融資額の うち銀3,314貫 余(上 記の銀2,306貫 余を含む),「本店一巻」へ の
融資額のうち銀1,860貫,お よび 「京両替店拠金か し」のうち銀19貫 弱で構成 されている。
3資 本の内容
《表3》 に,『 大元方勘定 目録』の貸借対照表部分を要約 して,再 結合前後 の1797年 上期 か ら
1798年 上期の連続 した3期 と,1800年 下期か ら5年(10期)ご とに1835年 下期 まで掲 げる。表
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《表3》 大元方の資産 ・資本 ・負債
1797上 1797下 1798上 1800下 1805下
銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁
預 り方(負 債 ・資本の部) 預 り方 預 り方 預 り方 預 り方 預 り方
期首 「有銀」 2,184,744 2,165,912 30,230,691 30,533,719 31,468,662
利足積等(引 当金 ・積立金) 2,93].,2$6 2,946,706 2,951,024 2,961,017 3,920,709
同苗 ・親族預 り 85,737 655,902 712,108 785,391 1,193,908
元 〆 ・奉公人預 り 21,909 51,997 21,839 24,776 49,070
店々 ・江戸元方預 り 2,196,586 1,606,926 47,926 55,926 47,926
町人 ・農民等預 り 20,890 10,850 la,s50 7,850 5,920
寺社等預 り 34,601 34,729 34,767 27,857 35,237
大名 ・武士等預 り .. 80,474 80,583 77,881 ...
大坂御用達 ・江戸御用金等 2,476,24」. 2,493,973 2,540,005 2,595,135 2,608,551
預 り方(負 債 ・資本)合 計 10,033,837 1.0,032,991 36,595,514 37,014,423 39,348,867
貸 し方(資 産の部) 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁
本店 ・向店かし 521,067 12,205,201 12,204,978 12,201,419 12,201,419
両替店かし ユ68,690 9,736,838 9,796,463 9,830,085 s,7so,go3
松坂店かし 20,600 20,000 20,000 20,000 70,000
本封付 ・穴蔵銀 919,900 519,900 519,900 528,570 528,570
元方有物 19,966 19,966 19,966 18,761 18,761
江戸 ・大坂家代 ・新田 1,306,500 6,994,350 6,992,090 6,690,350 6,711,540
元方有家 ・京伊勢居宅店々 152,852 1,306,500 1,306,500 1,306,500 1,306,500
有金銀 14,426 224,305 355,149 325,679 1,378,707
同苗 ・親族かし 36,661 177,618 ユ88,840 423,385 855,135
元 〆 ・奉公人等か し 30,892 18,350 16,376 25,989 22,791
町人 ・農民等かし 3,310,935 27,fi38 27,507 57,990 44,363
寺社かし 493,493 30,820 30,323 21,645 27,093
京両替店拠金かし 4,620 3,309,fi57 3,310,197 3,329,601 3,957,959
江戸元方拠金かし 3,000,000 491,598 485,598 376,355 228,074
大名 ・武士等かし 4,098 3,918 12,410 33,365
大坂御用金 ・江戸御用金かし 3,000,000 3,000,000 3,00a,000 3,000,000
貸し方(資産)合計 10,004,195 38,097,770 38,235,497 38,168,739 40,157,080
預 り口 ・貸 し口差引〆 一29 ,643 28,064,779 1,639,984 1,154,317 808,213
右貸高ノ内 口印(不良資産) 3,942,500 3,992,500 3,857,300 3,809,000
(出所)寛 政九歳春季(1797年 上期,続3018)を 加 えて寛政 十歳 下期 の もの を除い た外 は 《表2》 に同 じ。
の"預 り方(負 債 ・資本の部)"の なかで,"利 足積等(引 当金 ・積立金)"と して示 した もののほ と
ん どは 「利足積」で,こ れは大名貸 しな どか らの利息収入 を,収 益 として認識せずに,損 益計算
を介することな しに引 き当てた ものである。企業分割前の 「大元方」 には,多 種の引当金 ・積立
金が あったが(西 川,2002a,2002b参 照。なお,江 戸時代には引当金と積立金とを区別していない),再
結合後には 「利足積」以外の引当金 ・積立金はほとんどない。ただ し,後 述するように,同 苗 ・
親族預 りの大部分 は,実 質的な引当金 ・積立金 と考 えられる。
財務数値からみた再結合後の三井家大元方:1797年 一1835年47
1779年 上 期 一1835年 下 期
1810下 1815下 1820 下 1825 下 1830 下 1835 下
銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁
預 り方 預 り方 預 り方 預 り方 預り方 預り方
32,285,138 33,140,750 28, 930,598 29, 719,121 30, 644,734 32, 755,670
4,018,174 4,182,563 4, 226,935 4, ・::: 4, 448,151 4, 630,173
1,469,693 1,324,756 1, 432,fi20 2, 049,261 2, 863,864 3, gag,X70
54,455 24,720 24,720 23,064 22,720 53,680
47,926 50,926 21,000 3,000 3,000 39,000
10,099 7,136 4,456 30,632 22,186 21,133
18,000 18>000 18,000 19,500 18,000 18,000
17,881 612,430 692,640 384,240 81,699 37,505
2,726,685 3,039,605 3, 1:・1: 3, 131,224 2, 887,075 2, 963,885
40,648,052 42,400,827 38, 442,559 39, 659,727 40, 991,430 43, 922,766
銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁
12,591,419 12,451,419 10, 044,319 10, 209,119 10, 306,419 9, 951,419
11,136,433 10,563,333 6, 691,848 6, 928,088 6, 900,588 6, 440,338
70,0ao 70,000 7a,000 72,682 91,389 37,740
114,555 918,570 918,570 444,570 858,570 756,560
19,023 157,553 146,655 147,028 146,911 18,962
6,741,540 6,741.,540 6, 738,540 6, 732,040 7, 045,440 7, 237,440
1,30fi,500 1,306,500 1, 306,500 1, 306,500 1, 306,500 1,306,500
760,932 i,398,293 809,831 266,111 343,349 1.:1!
971,114 246,710 3, 132,391 4, 971,202 6, 221,591 8, 540,023
38,572 44,775 53,869 26,466 19,046 27,438
117,575 89,836 98,012 150,605 196,550 234,999
33,736 58,427 51,630 44,800 57,964 91,077
4,235,442 4,509,814 4, 534,422 4, 529,696 4, 531,773 4, 497,717
223,942 206,751 205,721 204,474 200,740 199,003
27,145 15,415 25,645 25,660 60,815 25,765
3,660,000 4,957,562 4, 965,362 4, 965,362 4, 404,110 4, 236,329
42,048,449 43,727,728 39, 763,063 40, 980,240 42, 680,037 44, 002,370
1,400,397 1,326,902 1, 320,504 1, 320,513 1, 688,607 79,603
3,860,000 5,727,480 526,000 525,000 750,000 783,000
1797年 下 期 で,「 貸 し方」(資 産の部)合 計 額 と 「預 り方 」(資 本負債 の部)合 計 額 との差 額=銀
28,064貫 余 の ほ とん ど は,前 述 の 「目録 結 合 銀」 の銀27,929貫 余 が 占め る(表1参 照)。 再 結 合
前 まで の 『大元 方 勘定 目録 』 で は,貸 借 対 照 表 で計 算 され た純 損 益(「 貸 し方」 と 「預 り方」 との差
引額)と 損益 計 算書 で 計算 され た 純損 益(「 入方」 と 「払方一 との差引額)と が 一致 して い たが,「 寛
政九 年 〔1797〕 か ら天保 三 年 〔1832〕 まで はそ の差引 が 一致 して い ない。 貸方 ・預 方の 差引 が入
方 ・払 方 の 差 引 よ り銀 一 〇 〇 〇貫 目ほ ど多 くな って い る」(賀 川,1985,23頁 。〔 〕内は西川が挿
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入)。 この不 一・致 額 を もう少 し細 か く計 算 して み る と,1797年 下期 で 銀1,468貫 余,1800年 上期
か ら1808年 下 期 まで は銀952貫 余 か ら銀1,197貫 余 の あ い だ で 変 動 し,1809年 上 期 か ら1825
年 下 期 は銀1,210貫 余 か ら銀1,223貫 余,1825年 下 期 か ら1832年 下 期 は銀1,506貫 余 か ら銀
1,532貫 余 で あ る(ユ812年 下期か ら1815年 下期 までのあいだは 「貸 し方」 と 「預 り方」 との差≡額計算が表
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癖 引当金 ・積立金(利 足積など)
→← 自己資本 合計額
1800下1805下1810下1815下1820下1825下1830下1835下
1790年 代 の もの を除 い た外 は,表1・ 表2と 同 じ。
《図3》 大 元 方 の 各 種 資 本 比 率:11年 下 期 一1835年 下 期
00%
1800下1805下1810下1815下
(出 所)図2と 同 じデ ー タか ら西 川 が 計 算 。
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示されていないが,西 川が算出)。純損益計算で貸借対照表差額 と損益計算書差額 とが この ように大
きく食い違 う理由は不明であるが,こ の両者の不一致の時期には,期 末資本金の計算 で期首資本
金に加算する純利益額は損益計算書 に表示 された値で計算 され,そ の資本金額に基づいて前述の
修正期末資本金が表示 されてい る。 なお,1833年 上期 か ら再び貸借対照表 と損益計算 書 とでの
純損益が一致す るようになる。
《図2》 として,「 大元方」の負債資本合計額,資 本金額,引 当金 ・積立金の額,お よび自己資
本額の1800年 下期か ら1835年 下期 までの5年 ごとの推移 を,折 れ線 グラフにして示 した。各項
目とも1820年(文 政3)下 期に下 降 しているの は,前 述の1817年 下期 にお ける不良資産償却 に
よる。
負債資本合計額 に対す る資本金額の割合(資 本金比率),同 じく自己資本額の割合(自 己資本比率
1),お よび自己資本額 と同苗 ・親族預 りとの合計額 の割合(自 己資本比率2)を,1800年 下期 か ら
1835年 下期 まで5年 ごとに,折 れ線グラフにして 《図3》 に示 した。資本金比率お よび自己資本
比率1は 徐 々に低下 しているが,自 己資本比率2は ほとんど横這いであ り,同 苗へ の債権額の増
加 に伴 って引当を増や していった ことが伺 える。
4資 産の内容
《図4》 に,「 大元方」か ら営業店への投融資額の1800年 下期 か ら1835年 下期 までの5年 ごと
の推移 を,折 れ線 グラフに して示 した。グラフのなかで,"両 替店か し"と した ものは,「 両替店
一巻」への投融 資額 で,こ の中には前述の ように定額出資の銀2,000貫 を含 む。"本 店 ・向店か
し"は,「 本店一巻」へ の投融資額で,「 京都本店」へ の定額 出資=銀375貫 と 「向店」への定額
出資=銀300貫 とを含む。"合 計"に は 「松坂店」 の投融資額 も含 まれるが,《 表2》 に示 した よ
うに,そ の額は 「本店一巻」お よび 「両替店一巻」 に対す るもの に比べれば僅かである。3者 と
も,1820年 下期 に大 きく下降 しているのは,前 述の1817年 下期 にお ける不良資産償却 による。
「大元方」 の資産総額に対す るこれ ら店々へ の投融資額の割合 を,1800年 下期 か ら1835年 下期
まで5年 ごとに,折 れ線 グラフにして 《図5》 に示 した。 これ ら3つ の比率は,不 良資産償却 で
大 きく下降 した後 に,漸 減するが,そ れは資産総額 の漸増 による。資産総額の漸増は,次 に述べ
るように,主 として同苗への貸出増 による。
《図6》 に,「 大元方」の主要 な債権 の推移 を示 した。"御 用金か し"と して示 した ものは,幕
府が米価対策 の囲米の 「資金 として,江 戸 ・大坂 の町人か ら御用金 を徴収 した」 もの に対 す る
「三井の応募額の累計である」(三 井文庫,1980,354頁)。 この返済額 は,「 預 り方」 に計上 されて
いるために,そ の分が架空資産 ・架空負債 となっている。"大 名貸 し"お よび"御 用金貸 し"に
寺社や町人 ・農民へ の貸付 も加 えて"他 貸 し合計"と して示 し,そ れに"同 苗 ・親族か し"を 追
加 して"債 権合計"と した。"他 貸 し合計"が ほぼ横這いであるが,同 苗 ・親族への貸付が増大
してい るこ とか ら債権合 計額が増大 してい る。同苗 の 「大元方」か らの借入 は,「 安永持分 け




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(出 所)図2と 同 じ デー タか ら西 川 が 計 算。
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嚇 一両替 店/資 産合計
一伽 店 々合計/資 産 合計
X820下1825下1830下1835下
〔企業分割〕の期 間に,同 苗がそれぞれ本店一巻,両 替店一巻,松 坂 店に分属 していた時期 の借
財がその まま寛政一致 〔再結合〕後に持 ち越 されてお り」(三 井文庫,1980,541頁 。〔 〕内は西川
が挿入),さ らに,「 三井家同族 は私生活費な どで ほかの商人か らの借財 を急増 させ,大 元方がそ
の肩代 わ りをせ ざるをえな くなった」(賀 川,1985,22頁)。 ただ し,グ ラフ中の1815年 の"同
財務数値からみた再結合後の三井家大元方:1797年 一1835年51

















































































苗 ・親族貸 し"の なかには,こ の肩代 わ り分が含 まれていないので注意を要す る。「文化一四年
(一八一七)下 期 まで に大元方 に付 け替え られた同苗借財 の額 は 〔中略〕一八八五貫 目余」 となっ
た(三 井文庫,1980,542頁)。 「使途の 明細 は明 らか でないが,居 宅普請 金,私 生活費,交 際費,
古美術蒐集費 などが主であった とみ られ」(同 頁),「文化一 四年一一月 に作成 され た 「新掟書」
は,同 苗の他借 りを堅 く戒め」た(同,543頁)。 しか し,そ の後 に 「大元方」か ら同苗への貸付
が急増 していることを図6か ら見て取れ る。
5負 債の内容 と資産構成比率 ・負債構成比率
「大元方」の主要な債務の推移 を,1800年 下期か ら1835年 下期 まで5年 ご との折 れ線 グ ラフ
に して 《図7》 に示 した。"同 苗 ・親族預 り"に は,「 大元方」か ら同苗に支給 される生活費であ
る 「賄料」や同苗の役職手当である 「役料」の一部を現金で支払 ってい ない未払賄料や未払役料
な どで急増 してい くが,そ れ らは,同 苗へ の不良債権 に備 えて 「大元方」 内部に留保 した実質的
な引当金 ・積立金 と考えた方がよいのか も知れない。
1815年 お よび1820年 の"他 借 り合計"の なかには,同 苗個人の他借 りを 「大元方」が肩代 わ
りして,「 文化 一二年(一 八一五)に 紀 州藩か ら銀六〇〇貫 目を借 り入れて同苗借財の一部 を返
済」(三 井文庫,1980,541頁)し た分が含 まれている。
前述の ように,「 大元方」の資産総額 の漸増額 の主 なものは同苗へ の債権の増加 であ り,上 記
の ように,同 苗貸 し不良債権 に対す る実質的な引当金 ・積立金 と考 えられるものがそれに伴 って
増加 しているので,"同 苗 ・親族貸 し"と"同 苗 ・親族預 り"と を相殺 し,ま た,"幕 府御用金貸
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(出 所)図2と 同 じデ ー タか ら西 川 が 計 算 。
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し"と"幕 府御用金預 り"と を相殺 して,各 種の資産 と資本 との構成比率を計算 し直 して,1800
年下期か ら ユ835年 下期 まで5年 ごとの推移 を折れ線 グラフに してに示 したた ものが,《 図8》 お
よび 《図9》 である。実質的な引当金 ・積立金 の控 除 して も同苗貸 し債権比率は,1820年 以降,
急増 している。結局,全 体 としてみれば,同 苗貸 しが増 えたのとほぼ見合 うだけ,店 々への融資
財務数値か らみた再結合後の三井家大元方:1797年 一1835年53
























(出 所)図2と 同 じデ ー タか ら西 川 が 計 算 。
1820下1825下1830下1835下
が減 っている。店 々への融資額は,再 結合 時に分割前の ものを復活 させた ものがほ とんどで,そ
の大部分が固定化 していた。
6大 元方の収益 ・費用 ・純損益の推移
前述のように再結合後 に 「三年勘定」が復活 しなかったので,「 本店一巻」お よび 「両替店一一
巻」 という傘下営業組織 の留保利益 を 「大元方」の利益 に振 り替 えることがな くなった。すなわ
ち,再 結合後,「 大元方への上納金 は,本 店一巻 は半期 に銀三五〇貫 目,両 替店一巻 は半期 に銀
二五〇貫 目と定額 に固定 された」(三 井文庫,1980,346頁)。 したがって,「 大元方 か ら営業資金融
通 を配分す ることで営業の統括 をはか るとい うことはで きな くなった」(賀川,1985,22頁)の で
ある。分割前 と分割中 と再結合後の収益 と費用 とを対比 させて,《 表4》 として掲 げる。
《図10》 として,「 大元方」の収益,費 用,お よび純損益 について,1797年 下期か ら1835年 下
期 までの推移 を,折 れ線 グラフにして示す。収益合計額は,ほ ぼ銀700貫 前後 で大 きな変動がほ
とんどないが,1831年(天 保2)下 期 に大 きく増加 しているのは,銀354貫 余 の償却債権取立益
が生 じたためである。費用合計額の変動 は,冠 婚葬祭費な どの同苗の共通経費や不良債権償却額
を記 した 「仲 ヶ間出 し切」の計上額がの変動 による ところが大 きい(「仲ヶ間出し切」の内容につい
ては後述する)。1817年(文 化14)下 期 の費用 額が突出 して巨大 なのは,前 述 の不良資産償却 のた
めである。
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《表4》 大元方の収支構造の変化(企 業分割前 ・分割中 ・再結合後)
分 割 前 分割中 再結合後







入方(収 益) 貫 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁
功納外延銀1)本店 1,145,304 X X
ク 両替店 1,006,728 x X
功納 本店 56,250 56,250 X 56,250
ク 両替店 100,000 loo.aoo X X
ク 向店 27,500 30,000 X 30,000
〃 松坂店 X 2,500 X 2,500
臨時納 本店 ::111 41,100 X ・fl
〃 両替店 :!1 58,500 x X
〃 向店 4,125 4,500 X 4,500
定式納 本店 X X 111 X
ク 両替店 X X 1:11 X
当季納 本店 X X X 200,350
〃 両替店 X X X 250,000
宿賃人2) 50,879 77,915 9,866 96,435
利足入払差引〆入3) 17,261 3,668
その他 9,318 89.2914
大方〆(収 益合計) 354,872 2,629,349 42,334 698,935
払方(費 用)
旦那衆御隠居料 16,466 43,550 X 12,320
〃 御賄料 173,366 257.ooa X 203,700
ク 息 子 ・娘 分 24,750 42,150 x 27,840
仲ケ間出シ切 154,658 126,893 23,007 35,290
御座敷方附届入目 37,038 70,924 39,299 70,530
旦那衆名目役料 6,945 62,530 ・11 1111
〃 江戸上下路金 1,225 15,000 X 13,490
〃 於江戸小遣 ユ2,379 11,741 x 15,368
店h役 料 11,040 14,036 9,048 12,283
元 〆 ・名代役料 30,138 48,900 18,100 45,000
元 〆隠勤料 ・名代合力 7,925 21,825 7,825 3,915
合刀 2,165 993 2,919 1,290
諸方下屋敷入目 4,202 4,692 4,254 5,852
大元方会所小払 321 326 515 1,337
利足入払差引 〆払3) 24,926 9,585
その他 114 29,693





入払差引 0152,786 1,908,788 071,233 171,440
(注)1)功 納外延銀 は分裂前 の三年勘 定の ときのみ計 上。
2)原 史料で は江戸の不動産 に関す る もの と大坂 の もの とを別記 してい るが,こ こでは合算。
3)受 取利息 と支払利息 とを相殺 した利息損益純 額。入超 な ら 「大方」 に,出 超 な ら 「払方」 に計 上。
4)「 旦那衆御賄料井口 々御大用本建高之 内弐割返 り」(安 永 元年上期 に はじめて出現)が このうちの72貫297目 を占
める。
なお,金 は銀に換算す るとともに,匁 未満 は四捨 五入 。
(出所)西 川,1993,190頁 よ り転 載(元 の 表 は 『大 元 方 勘 定 目録 』(続2902,続2969=三 井 文 庫[1973]資 料54,続
2974,続3020)よ り西 川が作 成)。
財務数値か らみた再結合後の三井家大元方:1797年 一1835年55

































































































































































































































圃レー収益の部(入方)合計 ㊥ 費用の部(払方)合計D純 損益(差引〆)
(注1)費 用合計 は損益表示 と合 わせ るためにマ イナス額 で表示。
(注2)1797年 下期 の収益額,費 用額,お よび純益額 は,企 業結合 に伴 う臨時巨額項 目を削除 して西川が修正 した値。 それ
以外 は,原 資料 記載額 。
(出所)図1と 同 じ。
7収 益の内容
『大元方勘定 目録』の損益計算書部分 を要約 して,再 結合前後 の1797年 下期 か ら1798年 下期
の連続 した3期 と,1800年 下期か ら5年(10期)ご とに1835年 下期 までにつ いて,「 入方」=収
益の部に計上 された各項 目をほぼ原資料での記載順 に 《表5》 として掲げる。
「大元方」の収益合計額の約80～90パ ーセ ン トを,「 本店一・巻」 および 「両替店一巻」か らの
上納額が 占めて いる(向 店は本店一巻に属する)。「店 々臨時納」 と 「両 店 当季納」 とは,銀 額 が
度 々小幅に動 いているが,「 店々功納」,「店 々臨時納」,お よび 「両店 当季納」(両 店とは京都本店
と京都両替店 との2店 をい う)の3者 の 合 計額 は,銀602貫500匁 で ほ ぼ 固定 して い る・ なぜ
「店々臨時納」および 「両店 当季納」の額 を度 々微調整 しているのか,そ の理 由は不明である。
「大元方」が所有 してい る不動産か ら生 じる利益が,店 々か らの上納額 以外の 「大元方」 の収
益 のほ とん どを占めてい る。江戸 に所有 している 「家屋 敷」=不 動 産の賃貸料収入 か ら,家 守
(不動産の管理人。江戸では俗に 「大家」という)の 給料や町儀入用 な どの諸経費 を差 し引 いた純 額
が,「 江戸有家宿賃入」である。「大坂有家宿賃入」 も,同 様に,大 坂 の不動産賃貸料収入か ら諸
経費 を差 し引いた純額である。「江戸有家宿賃入」,「大坂有家宿賃入」,お よび両者の合計額につ
いて,1797年 下期か ら1835年 下期 までの推移 を 《図11>と して掲げる。
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《表5》 大元方の収益
1797下 1798上 1798下 1800下 1805下
入方(収益の部) 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁
利足入払差引〆 177
店々功納 88,750 88,750 88,750 88,750 ss,75a
本店 56,250 56,250 56,250 56,250 56,250
向店 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000
松坂店 2,500 2,500 2,50a 2,500 2,500
店々臨時納 63,400 63,400 63,400 72,000 59,900
本店 58,900 58,900 58,900 67,500 55,400
向店 4,50a 4,500 4,500 4,500 4,500
両店 当季納 450,350 450,350 450,350 441,750 453,850
本店 200,350 200,350 200,350 191,750 213,850
両替店 X50,aoo 250,000 250,000 250,000 240,000
江戸有家宿賃入 106,181 ・・fI 91,718 85,158 113,353
大坂有家宿賃入 16,289 8,041 14,809 16,059 15,238
河州新田収納 2,354
臨時金銀入 1,561,139 2,004 3,015 4,637














































































































































































































































































































































































































































































・一●一 江戸有家宿賃入 一麟一大坂有 家宿賃 入 一勲一合計
(出所)図1と 同 じ。
財務数値からみた再結合後の三井家大元方:1797年 一1835年57
1797年 下 期 一1835年 下 期
1810下 1815下 1820下 1825下 1830下 1835下

















































































722,320 709,775 707,287 705,739 693,864 708,172
8費 用の内容
収益内容 を示 した前掲表 と同 じように,『 大元方勘定 目録』の損益計算書部分を要約 して,「 払
方」=費 用 の部 に計上 された各項 目をほぼ原資料 の順序 の ままに 《表6》 と して掲 げ る。「払
方」 では,ほ とん どの項 目に内訳が記録 されているが,表 では内訳 を省略 した。
同苗各家への支給である隠居料,賄 料,お よび家族手当 を合計 した額が,「 大元方」の費用合
計額 の30数 パーセ ン トか ら半分近 くを占めている。《図12》 として,「 旦那衆御 隠居料」,「旦那
衆御賄料」,お よび 「旦那衆御惣領御 末子御娘分」 につ いて,1797年 下期 か ら1835年 下期 まで
の推移 を掲 げる(旦 那衆とは同苗各家の当主をいう)。数期 ごとに賄料 の額が跳ね上がっている理 由
は不 明である。
《図13》 に,「 旦那衆名 目役料」,「旦那衆江戸大坂勢州上下路金」,お よび 「旦那衆江戸大坂小
遣雑用」の1797年 下期 か ら1835年 下期 までの推移 を掲げる。名 目役料 は,役 職手 当であ り,路
金 は勤番な どで京都 と各地 とのあいだを往復す る出張旅費,小 遣雑用は,江 戸お よび大坂での滞
在費である。
賄料以外で大 きな額 になっている項 目が,「 仲 ヶ間出 し切」 と 「御屋 敷方附届入 目」である。
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《表6》 大元方の費用
1797下 1798上 1798下 1800下 1805下
払方(費用の部) 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁 銀 貫 匁
利足払 入差引〆 6,341 9,585 11,336 18,237
河州新田目録尻指引〆不足銀
旦那衆御隠居料 13,706 戸 12,320 12,320 19,280 3,920
旦那衆御賄料 237,649 203,700 203,700 203,700 237,73fi
旦那衆御惣領御末子御娘分 28,440 27,840 28,440 30,440 30,360
仲ヶ問出し切 93,813 35,290 142,558 118,661 481,444
御屋敷方附届入目 62,351 70,531 40,482 52,670 50,168
旦那衆名目役料 40,000 40,000 40,000 40,124 38,197
旦那衆江戸大坂勢州上下路金 X5,600 2,250 2,550 1,958
旦那衆於江戸大坂小遣雑用 32,229 26,608 14,674 19,929 21,800
店々役料 11,484 12,284 11,475 11,689 10,981
元〆名代役料 50>755 45,000 46,604 52,660 38,254
元〆隠勤料 ・名代御合力 1,215 3,915 3,915 9,300 13,725
御合力 570 1,290 570 1,080 3,000
諸方下屋敷入目但宿料差引〆 S,822 5,852 5,707 5,378 5,040
大元方会所小払 1,732 1,337 698 480 107
払方(費 用の部)合 計 X2,184,961 #*※527,495 562,480 567,941 955,206
入払差引 〆(当期純利益) 28,064,779 171,440 150,905 138,967 一219 ,478
#「紀州様御小休御立寄之節諸入目」 29,118

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1-← 旦那衆御隠居料 噸 旦那衆御賄料 ・輪 一旦那衆御惣領御末子御娘分 →←合計1
(出所)図1と 同 じ。
財務数値からみた再結合後の三井家大元方1797年 一1835年59
1797年 下 期 一1835年 下 期
1810下 1815下 1820下 1825下 1830下 1835下


























































































533,083 593,735 608,408 609>077 524,018 628,568
189,238 116,039 98,879 96,661 169,845 79,603
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一レ・旦那衆名目役料D旦 那衆江戸大坂勢州上下踏金+旦 那衆於江戸大坂小遣雑用
(出 所)図1と 同 じ。
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(出 所)図1と 同 じ。
前者 は,前 述の ように,冠 婚葬祭費や不良資産償却 費で,後 者は,幕 閣の大名 な どに対す るロ
ビーイ ング活動費である。両者それぞれの額 と合計額 について,1797年 下期か ら1835年 下期 ま
で の推移 を 《図14》 として掲 げ る。「仲 ヶ間出 し切」 の ユ817年 下期 の額 が突 出 して大 きいの
は,前 述 した不良資産整理の銀5.194貫 が含 まれているか らである。
*本 稿は,平 成13年 度一15年 度文部省科学研究費補助金基盤研究(C)(1)に 拠る共同研究(研 究分担
者=小 樽短期大学助教授 ・飯野幸江)「江戸時代における三井家大元方の経営分析および財務内容 と会
計政策との関連性探求」の研究成果の一部である。
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